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 日中問題につきましては、貿易を含めて問

題点がいくつかありますが、私たちの願って

おりますのは日中問題の解決であり、政治問

題が主であります。その点について申しあげ

てみたいと思います。日中問題がむずかしい

のは、台湾問題にあることは申すまでもあり

ません。台湾を、朝鮮戦争の直後に全中国の

代表に仕立てた。それが正しかったどうか、

ということをまず考えなければなりません。 

 正しかったということであれば、ある程度

政府のその後のとっている処置も、われわれ

としては是認しなければなりません。間違っ

ておったとすれば 20年たっておっても、それ

を是正する道を考えなければいけない。いわ

ば原点にかえって調べてみたい。それで、私

および私たちの仲間では、この問題をとりあ

げていろいろ研究をしたのであります。結論

から申しますと、私自身はどうも間違いだっ

たという結論をもっているのであります。し

かし、それが当たっているかどうかというこ

とは別問題です。私なりの解釈を一通り申し

あげてみたいと思います。 

 

朝鮮戦争の引き金は誰が？ 

 

 50年の６月 25日に朝鮮戦争が突如として

起きました。何で起きたかというのは、当時

アメリカ側の情報しかほとんどなかった時で

すから、北朝鮮の軍隊が 38度線を越えてきた

としかしりませんでした。どうしてやったん

だろうか。私は疑問をもちまして、いろんな

ものを読みかついろんな話を聞いておったの

です。米国のジョージ・ケナンが日本でした

演説を読んでみますと、1949年にアメリカは

日本と単独講和をして、永久駐兵をやるとそ

ういうような案で、ほぼ日本と了解がついて

いたといっています。そのことを共産側が知

って、それをぶちこわすためにやったんじゃ

あるまいか、と。しかしそれは自分にも真実

は分からないし、将来、歴史家が何とか解明

するだろうと。こういうことをいっているの

が一つの手がかりであります。 

中国問題をやっておりますので、アメリカ

側からくるいろんな人と話をしてます。おそ

らく延べで２，３０人の人にあっております。 

そういう人たちに――主として民間人で

ありますけれども――どうして朝鮮戦争が起

きたんだと意見をききますと、北側がやって

きたんだと断定してしまう人はそう多くおり

ません。どうして起きたんだか分からない、

というのが一番多い答えであります。その中

で一人、二人がこういうことをいっていまし

た。朝鮮戦争の直前までは、アメリカは共産・

中国を承認する意思をもっておった。レッド

チャイナが朝鮮戦争を起こすはずはないと思

われていた節があるという話です。だから、

アメリカが中華人民共和国を承認したら不利

になると思う国がやったと判断するのが当然

じゃないだろうか、と。そうすると北朝鮮か、

韓国か、ソ連か、それともアメリカのタカ派

か、ということになります。 

 台湾も浮かんできますが、どうもあの時に

台湾が介入することは地理的にも考えられま

せんから、これは除外しなければなりません。

アメリカのタカ派を考えるのはおかしいよう

ですけれども、これも事実かどうか分かりま

せん。が、あとでカンボジアで政変を起こし

たのはＣＩＡだという噂が伝わるようなこと

を考えますと、必ずしも疑いをさしはさむ余

地がないとはいえない。こういう感じがして

おります。 

とにかく中華人民共和国ではなさそうだ

という感じを、アメリカの中国研究家ももっ
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てるんだなという感じがしているのです。ア

メリカ側から中国以外の誰だとききだすこと

は、今のところ困難だと思います。中国側か

ら何かききたいと思っていろんな人をつかま

えて話をしてみるのですが、なかなかむつか

しい。ことに文化大革命が始まってからは、

そういう話はいっさいできないようになりま

した。 

 その前、李宗仁が北京に帰りましたころは

かなり国共合作説が流れていた時であります

が、むこうの要人とそういう問題について話

す機会もあったのであります。たまたまソ連

が中国に対する債権を全部支払えと取立てを

やった時期でもあります。 

 

ソ連の要請を初めは断った 

 

 その時にたまたま当時の外交部長の陳毅さ

んに、彼のオフィスで会いました。いろいろ

用件がすんだ後で、陳毅さんに世界情勢につ

いてきかしてもらいたいと頼みました。１時

間半ばかりいろいろ有益な話をしてくれまし

た。その中に債権取立てについての話が出ま

して、それが私には朝鮮戦争の判断の一つの

きっかけになったのです。 

 こういうことです。朝鮮戦争は 1950年の６

月ですが、あれが始まってからソ連から中国

へ北朝鮮へ援兵を出してくれという申し出が

あったという。しかし、国共戦や抗日戦争を

長年やって兵隊は疲れているので、休めてや

らなけりゃならん時だし装備も不十分で、そ

れはできないとずっと断り続けたんだ、と。

だけれども、兄弟国じゃないか、朝鮮が困っ

てるんだから何とか助けてやってくれ、軍備、

装備一切はソ連が受け持ってやる、だからお

前の方は兵隊だけ出してくれりゃいいんだ、

と。こういうことをいってきたので、やむを

得ず、義勇兵を募って出した。にもかかわら

ずソ連は、金額計算すればそのとき出してく

れたよりは多いものを要求してきた。しかし、

我々は一文も値切らず、請求通り全額払うこ

とに云々と。全部、日本の新聞に報道される

ことがいいのかどうかしりませんけれども、

これは私一人で聞いたわけでなく、その席に

他に日本人も中国人もおりました。 

私はそういうことを聞きながら、中国は朝

鮮戦争の挑発者にはなっていないなという感

じがいたしました。前の米国人の話と、この

話を私なりに総合して考えますと、少なくと

も 38度線を仮りに朝鮮側の兵隊が先に越え

たとしましても、その時には中国側の方には

何らの了解もなかったという気がしているの

であります。 

それにもかかわらずあとで外交記録を調

べてみますと、６月 25日に 38度線で戦争が

勃発すると、６月の終りまでの間にアメリカ

は第７艦隊を台湾海峡に派遣しております。

ソ連と中国の間に派兵交渉がいつ始まったの

かは知りませんけれども、８月にはアメリカ

は台湾との間に援助協定を結んでおります。

そういうことがあったのち、10月の下旬だと

思いますが、中国は義勇軍を編成して、鴨緑

江を越えたわけです。 

いま申しあげたことを総合しますと、中国

は朝鮮戦争では受け身である。中国は革命戦

争中にソ連から援助を受けていたので断りき

れないで、しかも正規軍としてじゃなしに義

勇兵として出した。これが本当のような気が

いたします。 

そうすると、アメリカがあの瞬間から中国

承認をやめて台湾を中国の代表とし、これを

防衛することに切りかえたのは、何の目的が

あったかということになります。これは噂に
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すぎないかもしれませんが、当時ダレスは極

東部長でして、国務長官を狙っておった。国

務長官になるにはタカ派のご機嫌をとらなけ

ればならない。それに自身の共産主義嫌いも

あって、朝鮮戦争勃発を利用して中国承認の

空気をひっくり返して、台湾政府を中国の代

表として承認することを画策したのだという

のです。これはあるジャーナリストから聞い

たんです。 

そんなことを聞くと、私はどうも朝鮮戦争

の発端については、何か作為的なものがある

ような気がしてならないのです。もし中国が

挑発者でなかったにもかかわらず、現実には

アメリカと中国との間が不倶戴天の仇のよう

にされてしまい、そのほかのものは知らぬ顔

をしているという状態になったのは、これは

ある意味ではソ連外交の成功じゃないかとい

う感じがしないでもありません。いい切って

しまっていいのかどうか分かりません。 

 このへんは非常に微妙であります。推理か

らいたしますと、それにのせられた日本が、

当時は止むを得なかったにしても、そのまま

今日まで間違いを改めることなしにいること

は、日本外交もアメリカの外交もそうですが

――いわば洋服のボタンをかけちがえたまま

でいる不格好なものなのじゃないのか。この

ボタンのかけちがいは直さなけりゃならない。

それが今、要求されてきている。ですから蛮

勇をふるって、ボタンのかけちがいを直す準

備をしなけりゃならない、こういうふうに私

は判断しているのであります。 

 

ボタンのかけ違いがあったかも 

 

 われわれは自分の経験を省りみても、情報

の間違いによって、ずい分違ったことを考え

ていると思うのです。また、外交も間違った

ことをやってると思うのです。幸い満州事変

とか日華事変は、それが起こった時から日本

の多くの人は真相を知っておった。柳条溝事

件というのは私がベルリンにいたときでした。

まもなく日本が爆破したんだというのが伝わ

ってまいりました。芦溝橋事件の時には私は

もっとくわしく知る状態にあったんですが、

あれはまったく日本の作為であります。しか

し戦前は向こうがやったんだということにな

っていましたから、そういう情報をもたない

人は、相手側が戦争をしかけてきたのだと思

っておったのです。 

そういう作戦上の都合のうそを信じてい

た国民こそいい迷惑だと私は思います。うそ

が通るということも世の中にないことはない。

それでも、今日のような情報化時代にはそれ

が長く通るということはあり得ない。そうい

う意味では個人の行動はもちろんですが、国

際間でも苦しくても正しいことに従ってやっ

ておかないと、決して信頼と平和はもたらさ

れないと思うのです。 

 秀吉の朝鮮征伐なんていうのは、今から考

えますと明国へ行きたいんだから道を貸せ、

貸さんといえば、首をちょんぎってでも行こ

うという全く一方的な侵略です。が、それに

似たことを現代になってわれわれはやったの

です。朝鮮征伐は朝鮮人と日本人の間に大き

な不信感を植えつけた。満州事変，支那事変

というものが、今後の日中の外交にどんなに

影響をもつかを考えてみますと、いまここで

もう一度処置を誤ると不信感が定着してしま

う、こういう感じを深くもっているのであり

ます。 

 しかも朝鮮戦争のなりたちでアメリカが不

当に中国に責めをおわせておったとしました

ら、その尻馬にのった日本に対してノーマル
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な形で談判にくるはずはないと思うのであり

ます。そういう点、悪かったことは悪かった

と認めることが必要なんじゃないか。これが

私の考えている第一点であります。この考え

方、朝鮮戦争の見方に違いあれば教えていた

だきたいと思います。 

 中共の研究をやりたいと思いましたのは、

それまでの中国というのは、日本からたたか

れたり侮蔑されたりしながらも、日本と手を

握ってアジアを復興したい、アジアの力をつ

けたいと願っていたと思うのです。孫文もそ

ういうことをいっておりました。終戦の時に

上海で接した蒋主席の使いとかその他、国民

政府の要人からもいろんな機会に同じような

話を聞かされたのです。 

共産主義中国になってからどうだろうか。

これを一つ確かめたいと思いかなり早くから

新中国の研究を始めました。国貿促創立の一

人になったのもそのためでした。松村謙三先

生の教えを受け、LT貿易の構想を打出したの

もそのためです。そうして北京からくる人々

に会っていろいろ話してみて、そうした点で

は中国側の考え方には大きな変化はないなと

感じとっていたのです。 

 いよいよ高碕達之助先生について 1962年

北京へ行って周総理の話を聞き、また幹部あ

るいは幹部候補生みたいな人に会って話して

みますと、日本に対する過去の怨みはあるけ

れども、それを忘れてアジアをよくする、と。

自分たちがよくなるためには、どうしても日

本と提携して力を合わせアジアをよくしなけ

りゃならんのだ、とこういっていました。共

産党の日本に対する考え方、方針というのは、

日本と親交を結べ、日本と友誼を重ねろとい

うことだと始終いっていました。周総理その

人が「日清戦争以来 80年、日本はわが国を侵

略しておるけれども 80年の日本の侵略とい

うものは日中友好二千年の歴史にくらべれば

わずかな時間です。我々はこの怨みを忘れる

のに努力しています」といってるのです。 

 

日本と手を握り、アジアの力を 

 

共産党の対日政策というのは、日本に対す

る怨みを忘れて友好を重ねることだ、と若い

人がいっていた。「日本と手をにぎってアジア

の力をつけましょう。アジアの力をつけると

きは、外に向かって戦いを挑むのではなくて、

外からの圧力に対して抵抗することです」と、

周総理は我々――高碕さん、野田武夫さん、

竹山祐太朗さん、それに私など――に話しま

した。これは少なくとも中国共産党の当時の

方針だったと思うんです。にもかかわらず、

日本が反中国政策をとるのはどうにも分から

んと若い人たちがいっておりました。ここが

一つ問題だと思うんです。 

以来７～８年たっているんですが、残念な

がら佐藤内閣の対中国の関係というのは、昨

年の日米共同声明もしくは日華協力委員会の

コミュニケに表れたように、台湾を日本の生

命線の中に入れるとか、あるいは大陸反抗を

勧めるとかいわなくてもいいことまでいった

という感じです。 

そういう意味で今年の覚書貿易の政治交

渉が非常に難航したのもやむを得ません。そ

れを改める気配がなければ来年の交渉も困難

になると覚悟しなければならない。しかし、

中国側はまだまだアジア全体のことを考える

と――。自分の国のことも含めて――やはり

日本と争ってはいけない。日本とは提携して

まず世界文明に遅れているアジアを引き上げ

ることが必要なんだ。内部で争ってれば外か

らやられる危険が多くなる。こういう考えを
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捨てていないんだろうと思います。それを中

国の心として考えれば、それと心を一つにし

て我々も十分認識して交渉すれば成功せんこ

ともない。こういう感じがしております。台

湾を承認したんだから、この仁義はやぶれな

いと、小さな仁義だけで考えちゃならないと

思うんです。 

私は昭和 11年に蒋介石が西安でつかまっ

たときのことを思いだすのですが、あの時は

蒋介石は生還することはないだろうと判断し

たのです。が、１週間か２週間の後に釈放さ

れたです。これは中国を研究してる私にはシ

ョックだった。なんで釈放したんだろうかと

長い間疑問を解く努力をしていたのです。 

戦後になって知ったことは、あのとき延安

から周恩来が西安に来て折衝したのだそうで

す。毛沢東の方針はこうだった。国共の争い

は国内的矛盾である。日本との争いは国際矛

盾である、国際矛盾と国内矛盾とが並列して

いる時にはより大きい矛盾を先に解決すべき

だ。だから蒋介石が一致して抗日をやるなら

ば、八路軍を解体して国民軍の下につける。

そして一緒に抗日をやる。それを蒋介石が約

束するならば蒋介石を助け、自分もその蒋介

石の命令下に抗日をやろう、と。こういうこ

とだったそうです。その結果が日本の敗北に

つながったわけです。 

この判断というのは非常に立派だと思う

のです。長い将来を考えた作戦であったかも

しれないが、やはり大きい矛盾と小さい矛盾

があった時には、大きい矛盾から片づけてい

くというのは、我々の日常生活でも考えてお

かなければならない。ところが我々はとかく

日常の小さい矛盾にこだわりすぎる。いま台

湾の問題にこだわっている。しかも、それは

アメリカが誤って判断したものを日本に押し

つけ、日本がそれだけを守るのが仁義のすべ

てだというのは、私は小さい矛盾に拘泥しす

ぎてるんじゃないかと思うのです。 

 

大きい矛盾の解決を先に 

 

 中国が国際社会に入るような柔軟な体勢を

とれば、国連に迎えるのにやぶさかじゃない

ということをよく総理、外務大臣がいいます

けれども、中国は入ろうとしていたんですね。

49年の時にも 50年にも。ところが、それを

封じこめたのはアメリカ側なんです。こちら

が村八分にしておいて、いい顔しないからと

いって悪声をあびせ、国際社会からしめ出し

ておくというのはおかしい。地球上に住む人

類、民族は平等に交わる権利があると思う。

そういう大きな人間の仁義を忘れてはならな

い。台湾と結んだ条約が誤認に基づくもので

あっても、結んだ以上それを守るというのも

分かります。だがその信義と、もう一つ大き

い信義があるんじゃないのか。いかにして両

立させるかが問題であって、台湾との信義を

守るということだけがすべてではない。大き

い矛盾と小さい矛盾が対立した時は、大きい

矛盾をまず解決しなくちゃいけないという考

え方を入れないと、この問題は解決しない。

あとは方法論だけになる。 

それで、今度は台湾問題を中国政府はどう

考えておったかということです。前にも触れ

ました周総理と高碕さんなどとの会見の際、

周総理はこういいました。「我々共産党と国民

党との争いは国内問題です。その一方の台湾

を日本が承認するというのは全く内政干渉、

これより甚だしい内政干渉はありません。し

かしこれは日本が進んでやったこととは思い

ません。アメリカに強制されてやむを得ずや

ったことと思うので、我々は当分目をつぶっ
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ております。ただ日本にお願いしたいのは、

これ以上深入りしないようにしてもらいたい。

国内問題だから我々の手でいずれ解決します。

もし日本が深入りされるとわが国の人民が憤

慨する。それをおさえるのは非常に困難です」。 

きわめてものの分かった話だと思うので

す。これは当時池田総理その他政治家にも伝

えられたことと思います。ところが、佐藤総

理になってからはだんだん台湾への深入りが

進んだと思うのです。佐藤さんの台湾単独訪

問以来、だんだん覚書貿易交渉の政治会談が

むずかしくなったのは、そういうところにあ

るのです。 

さて国連の場で今年のような状態が進行

してから、やむを得ず日本も中国と国交回復

に動くということになりますと、いかにも無

ざまな感じがいたします。もし来年の国連で

重要事項指定方式を持出さないか、あるいは

否決され、アルバニア案が通りますと、中国

側が講話談判はせんでよろしい、台湾との講

和条約をそのまま引き継ぎましょうといわな

い限りは、日本は中国との国交回復は自然に

はできない。中国と敵対関係になかった国は、

新国家の承認ということだけですむわけです

が、敵国だったものは一応講話談判をやらな

ければならないわけです。 

これについて賀屋さんにこの間お目にか

かったら、ポツダム宣言を受諾した時に戦争

処理はすんでいるかのような話をしておられ

た。もしそうならば日台条約の中に、この条

約の効力発生の時に戦争状態が終結するとい

う文があるのは、無用の条文じゃないかと私

は思うのです。ご老人だからよくご覧んにな

ってないんでしょうけれども、とにかくその

ような考え方じゃとても現実の事態は終結し

ない。 

私はやはりどうしても講話談判をしなき

ゃならんものと覚悟しておった方が正しいと

思う。そういうためには他の国に先がけて戦

争のあと始末をする話し合いを中国に提案す

る。それも敗戦国として持出す。ちょうどソ

連にむかってやったと同じように。たった 15

日ほどのソ連からの一方的な戦争でも、戦争

終結に総理大臣がモスクワまで行ったんです。 

 中国では 15年もの間荒らし回ったのだか

ら、総理大臣が当然出かけて行って解決すべ

きではないでしょうか。そんなことを考えな

がら私の微力をつくしてやっているつもりで

す。いままで申しあげたことには間違いも多

かろうと思いますが、ありましたらお教え願

いたいと思います。 
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